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て
い
る
。

　
野
島
茂
船
長
か
ら
「
新
造
船
で

操
縦
性
能
も
優
れ
て
い
る
の
で
、

安
心
と
期
待
感
が
あ
る
が
、
関
鯨

丸
は
初
操
業
な
の
で
、
不
安
も
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
操
業
と
違
う
こ

と
も
あ
る
と
思
う
が
、
漁
獲
枠
を

獲
り
き
る
責
任
も
感
じ
つ
つ
、
安

全
に
操
業
し
て
無
事
に
帰
っ
て
き

た
い
」と
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

下
関
市
で
お
祝
い
の
式
典

　
関
鯨
丸
の
初
出
漁
式
で
は
、
所

英
樹
共
同
船
舶
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
か
ら
「
全
社
一
丸
と
な

っ
て
、
ク
ジ
ラ
文
化
を
未
来
永
劫

続
け
る
と
い
う
覚
悟
で
出
漁
し
て

き
ま
す
」と
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
お
祝
い
の
式
典
に
駆

け
付
け
た
下
関
市
立
名
池
保
育
園

の
園
児
た
ち
が
、
ダ
ン
ス
や
童
謡

の
「
う
み
」
を
披
露
し
た
後
、
声

を
揃
え
「
大
き
な
鯨
を
捕
ま
え

て
き
て
ね
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

り
、
野
島
茂
船
長
に
手
紙
を
手
渡

し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
野
島
茂
船
長
を

は
じ
め
乗
組
員
全
員
が
船
に
乗
り

込
む
と
、
船
と
岸
壁
の
間
に
は
紙

テ
ー
プ
が
渡
さ
れ
、
家
族
や
関
係

者
が
手
を
振
り
見
送
る
中
、
関
鯨

丸
は
寄
港
地
で
あ
る
東
京
に
向
け

出
港
し
た
。

東
京
・有
明
埠
頭
に
寄
港

関
鯨
丸
お
披
露
目

　
５
月
24
日
、
寄
港
地
で
あ
る
東

京
有
明
に
あ
る
江
東
区
10
号
地

そ
の
１
西
側
多
目
的
埠
頭
に
お
い

て
、
関
係
者
を
対
象
と
し
た
お
披

露
目
会
が
行
わ
れ
た
。

　
本
組
合
か
ら
は
、
田
中
伸
一
組

合
長
代
行
を
は
じ
め
中
央
執
行
委

員
と
執
行
部
24
人
が
参
加
し
、
松

原
嵩
一
等
機
関
士
か
ら
船
内
甲

板
、
操
舵
室
、
探
査
用
ド
ロ
ー
ン

の
格
納
庫
な
ど
船
内
を
案
内
さ

れ
、
設
備
の
説
明
を
受
け
た
。

　
翌
25
日
に
出
港
準
備
を
終
え
た

関
鯨
丸
は
、
家
族
や
関
係
者
に
見

送
ら
れ
な
が
ら
出
港
し
た
。
こ
れ

か
ら
関
鯨
丸
は
、
東
北
沖
や
北
海

道
沖
で
初
操
業
の
後
、
12
月
中
旬

に
下
関
へ
帰
港
す
る
予
定
と
な
っ

　
５
月
21
日
、
澄
み
渡
っ
た
青
空
の
中
、
下
関
市
の
岬
之
町
埠
頭
に
お
い
て
、
本
年
３
月
に
完

成
し
た
新
造
捕
鯨
母
船
「
関
鯨
丸
」
の
初
出
漁
式
（
下
関
市
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
乗
組
員
を

は
じ
め
地
元
の
自
治
体
関
係
者
な
ど
、
お
よ
そ
１
０
０
人
が
出
席
し
た
。
は
じ
め
に
前
田
晋
太

郎
下
関
市
長
の
主
催
者
代
表
あ
い
さ
つ
の
後
、
お
祝
い
に
駆
け
付
け
た
来
賓
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
、
前
田
晋
太
郎
下
関
市
長
か
ら
乗
組
員
代
表
の
阿
部
敦
男
船
団
長
、
野
島
茂

船
長
、
古
賀
喜
政
機
関
長
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
た
。

共同船舶株式会社共同船舶株式会社共同船舶株式会社

新造捕鯨母船新造捕鯨母船関鯨丸関鯨丸初出漁式初出漁式
ク
ジ
ラ
文
化
を
未
来
永
劫
続
け
る
た
め
に

ク
ジ
ラ
文
化
を
未
来
永
劫
続
け
る
た
め
に

保育園の園児たちのお祝いダンス保育園の園児たちのお祝いダンス保育園の園児たちのお祝いダンス

東京港・有明から出港東京港・有明から出港東京港・有明から出港

共同船舶・所英樹社長のあいさつ共同船舶・所英樹社長のあいさつ共同船舶・所英樹社長のあいさつ

関門海峡関門海峡関門海峡

下関から出港下関から出港下関から出港下関から出港下関から出港下関から出港下関から出港下関から出港下関から出港
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の
確
保
や
熱
海
港
で
の
防
舷
材
の

整
備
、
田
子
の
浦
港
で
の
漂
流
ご

み
の
回
収
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

③
離
島
航
路
の
支
援

　
県
内
唯
一
の
離
島
航
路
で
あ
る

初
島
航
路
に
つ
い
て
は
、
地
域
協

議
会
の
設
立
を
踏
ま
え
、
県
と
市

が
連
携
し
、
航
路
の
維
持
・
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◇

　
静
岡
県
は
、
伊
豆
半
島
の
入
り

組
ん
だ
岩
礁
域
、
駿
河
湾
の
水

深
２
５
０
０
ｍ
に
も
達
す
る
湾
口

部
、遠
州
灘
の
広
大
な
砂
泥
域
と
、

変
化
に
富
ん
だ
海
岸
線
を
有
し
、

県
西
部
に
あ
る
浜
名
湖
は
、
南
部

の
今
切
口
で
遠
州
灘
と
つ
な
が
っ

た
汽
水
湖
で
あ
る
。
ま
た
沿
岸
か

ら
沖
合
へ
と
広
が
る
海
域
は
、
黒

潮
の
恵
み
を
豊
か
に
受
け
る
魚
の

宝
庫
で
、
生
産
性
の
高
い
漁
場
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
海
の
恩
恵
を
受
け
る
静
岡
県
だ

か
ら
こ
そ
、
抱
え
る
海
運
・
船
員

の
政
策
諸
課
題
は
多
岐
に
わ
た

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
早
期
解
決
に
向

け
、
静
岡
支
部
は
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
４
月
23
日
、
森
本
雷
行
静
岡
支

部
長
は
杉
山
壱
樹
春
海
曳
船
株
式

会
社
副
船
内
委
員
長
と
共
に
静
岡

県
へ
、
海
上
労
働
に
関
す
る
政
策

要
望
に
つ
い
て
申
し
入
れ
を
実
施

し
た
。
林
芳
久
仁
組
合
政
治
参
与

の
ほ
か
、
松
井
優
介
静
岡
県
議
会

議
員
、
杉
山
淳
静
岡
県
議
会
議
員

に
も
同
行
い
た
だ
い
た
。

　
要
望
内
容
は
①
漁
船
員
の
後
継

者
確
保
・
育
成
②
港
湾
整
備
の
促

進
③
離
島
航
路
の
支
援
―
な
ど
。

　
今
回
の
申
し
入
れ
で
は
、
人
事

異
動
で
県
の
担
当
者
が
交
代
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
森
本
静
岡
支
部

長
か
ら
各
部
局
担
当
課
長
な
ど
に

要
望
趣
旨
を
説
明
の
上
、
早
期
実

現
を
強
く
要
請
し
た
。

　
ご
対
応
い
た
だ
い
た
県
の
各
担

当
課
長
な
ど
か
ら
は
次
の
通
り
、

見
解
が
示
さ
れ
た
。        

①
漁
船
員
の
後
継
者
確
保

・
育
成

　
県
も
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し

て
い
る
。
静
岡
県
立
漁
業
高
等
学

園
の
入
学
者
数
増
加
や
、
県
立
焼

津
水
産
高
等
学
校
専
攻
科
の
定
員

増
加
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

②
港
湾
整
備
の
促
進

　
清
水
港
に
お
け
る
タ
グ
定
係
地

静岡支部
＝発信

小名浜
支部
＝発信

全国発信記事

全国発信記事

全国発信記事

全国発信記事

海上労働に関し政策要望海上労働に関し政策要望

船員の住民税減免などを船員の住民税減免などを
求めて申し入れ求めて申し入れ

漁
船
員
の
後
継
者
確
保
・
育
成
、

漁
船
員
の
後
継
者
確
保
・
育
成
、

離
島
航
路
の
支
援
な
ど
求
め
る

離
島
航
路
の
支
援
な
ど
求
め
る

静岡県へ静岡県へ静岡県へ静岡県へ静岡県へ静岡県へ

福島県・いわき市へ福島県・いわき市へ福島県・いわき市へ福島県・いわき市へ福島県・いわき市へ福島県・いわき市へ

　
小
名
浜
支
部
は
福
島
県
へ
４
月

25
日
、
い
わ
き
市
へ
４
月
24
日
、

船
員
の
住
民
税
減
免
の
実
施
、
海

に
親
し
む
活
動
の
推
進
、
海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
へ
の
対
応
を
求

め
る
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
各
自

治
体
の
対
応
。

福
島
県

４
月
25
日

ご
対
応
＝
髙
橋
伸
英
生
活
環
境
部

一
般
廃
棄
物
課
長

▽
船
員
に
お
け
る
住
民
税
減
免
に

つ
い
て
、
申
し
入
れ
の
内
容
は
十

分
に
理
解
し
て
い
る
。
住
民
税
の

扱
い
は
各
市
町
村
が
判
断
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
適
切
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

▽
海
に
親
し
む
活
動
に
つ
い
て
、

小
学
５
年
生
の
授
業
内
容
で
水
産

業
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
で
職
業
体
験
を
実
施
し

て
い
る
。
出
前
授
業
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
あ
れ
ば
、
小
・
中
学
校

へ
周
知
し
た
い
。

▽
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
、
ご

み
を
発
生
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を

過
去
か
ら
行
っ
て
い
る
。
海
岸
に

漂
着
す
る
ご
み
の
清
掃
・
回
収
処

理
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
。
ま

た
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
が
魚
介
類
に
与
え
る
悪
影
響
な

ど
を
記
載
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
、
参
考
図
書
と
し
て
県
内
の
小

学
生
全
員
へ
配
布
し
て
い
る
。
引

き
続
き
県
民
へ
周
知
し
て
い
き
た

い
。い

わ
き
市

４
月
24
日

ご
対
応
＝
西
丸
巧
農
林
水
産
部
長

▽
貴
組
合
か
ら
の
申
し
入
れ
内
容

に
つ
い
て
、
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
市
と
し
て
も
日
頃
か
ら
、
海

の
恩
恵
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。

▽
船
員
に
お
け
る
住
民
税
減
免
に

つ
い
て
、
税
の
公
平
性
か
ら
特
定

職
種
を
優
遇
す
る
こ
と
は
、
現
時

点
で
は
難
し
い
が
、
他
の
自
治
体

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

▽
海
に
親
し
む
活
動
に
つ
い
て
、

水
産
業
界
の
後
継
者
不
足
問
題
は

認
識
し
て
い
る
。
高
校
生
・
一
般

向
け
に
漁
業
体
験
を
行
い
、
就
業

に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
の
ほ
か
、

子
ど
も
た
ち
へ
は
出
前
授
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
継
続
し

て
い
き
た
い
。

▽
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
、
レ
ジ
袋
削
減

や
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
な
ど

に
、
他
の
自
治
体
よ
り
早
く
取
り

組
み
を
開
始
し
て
い
る
。
今
後
も

継
続
し
て
い
く
。
最
後
に
両
自
治

体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
申
し
入

れ
を
終
了
し
た
。◇

　
小
名
浜
支
部
は
今
後
も
海
運
・

船
員
の
諸
課
題
へ
、
実
効
性
あ
る

対
応
を
求
め
、
申
し
入
れ
活
動
を

展
開
し
て
い
く
。

左４人目から山下啓道静岡県水産・海洋局長、森本雷行静岡支部長、松井優介静岡県議会議員、
杉山淳静岡県議会議員、杉山壱樹春海曳船副船内委員長

左から髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長、西丸巧いわき市農林水産部長

左から西田章人小名浜支部次長、髙橋雅幸東北地方支部長兼小名浜支部長、
髙橋伸英福島県生活環境部一般廃棄物課長

申し入れのようす申し入れのようす申し入れのようす

静岡県立漁業高等学園静岡県立漁業高等学園静岡県立漁業高等学園

県唯一の有人離島・初島県唯一の有人離島・初島県唯一の有人離島・初島

初島航路を走る初島航路を走る初島航路を走る

福島県福島県福島県

いわき市いわき市いわき市
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５
月
10
日
、
神
奈
川
県
立
海
洋

科
学
高
等
学
校
で
、
一
般
社
団
法

人
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ

ン
タ
ー
の
主
催
す
る
漁
業
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し
た

５
船
主
は
生
徒
８
人
へ
、
待
遇
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
た
。

神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校

　
横
須
賀
市
長
坂
に
あ
る
高
校

で
、
県
で
唯
一
、
水
産
・
海
洋
系

の
学
科
を
設
置
。
学
科
は
船
舶
運

航
科
、
水
産
食
品
科
、
無
線
技
術

科
、
生
物
環
境
科
の
４
つ
。

　
３
年
間
の
高
校
生
活
後
に
、
専

攻
科
と
い
う
２
年
間
の
上
級
ク
ラ

ス
と
し
て
、
漁
業
生
産
科
、
水
産

工
学
科
、
情
報
通
信
科
を
設
置

　
神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
等
学

校
で
の
漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
、

住
吉
漁
業
株
式
会
社
・
焼
津
ま
ぐ

ろ
漁
業
株
式
会
社
・
株
式
会
社
長

久
丸
・
有
限
会
社
廣
屋
・
濱
幸
水

産
グ
ル
ー
プ
の
５
船
主
と
、
学
校

側
は
生
物
環
境
科
２
年
生
２
人
・

３
年
生
３
人
、
船
舶
運
航
科
２
年

生
３
人
の
合
わ
せ
て
８
人
の
生
徒

が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
全
国
漁
業
就
業
者
確
保

育
成
セ
ン
タ
ー
か
ら
趣
旨
説
明
が

な
さ
れ
、
続
け
て
海
員
組
合
か
ら

「
本
日
は
各
漁
業
種
の
会
社
説
明

を
聞
い
て
、
生
徒
皆
さ
ん
が
こ
れ

か
ら
漁
船
船
員
を
目
指
し
て
就
職

し
て
い
く
際
の
参
考
に
し
て
い
た

し
て
い
る
。
各
科
で
は
、
海
技
士

（
航
海
）・
海
技
士
（
機
関
）・
無

線
従
事
者
な
ど
の
上
級
国
家
資
格

取
得
に
向
け
人
材
を
育
成
。

　
実
習
船
は
大
型
の
「
湘
南
丸
」

が
総
合
実
習
、
小
型
の
「
わ
か
し

お
」が
釣
り
実
習
な
ど
で
活
躍
中
。

漁
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
全
国
漁
業
就
業
者
確
保
育
成
セ

ン
タ
ー
が
２
０
１
７
年
か
ら
、
水

産
高
校
・
海
洋
高
校
で
、
漁
師
の

魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
開
催
し
て

き
た
。
３
月
に
北
海
道
小
樽
水
産

高
等
学
校
で
開
催
さ
れ
た
ガ
イ
ダ

ン
ス
が
、
１
０
０
回
目
の
授
業
と

な
っ
た
（
詳
細
は
船
員
し
ん
ぶ
ん

４
月
25
日
号
に
掲
載
）。

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
後
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
が
開
始
さ
れ
た
。

　
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
た
生
徒

は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
各

漁
業
者
の
ブ
ー
ス
で
約
８
分
、
漁

業
種
や
漁
法
、
漁
船
員
の
船
上
生

活
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
、
冷

凍
技
術
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　
生
徒
は
、
給
料
や
労
働
時
間
、

休
日
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、
会

社
は
丁
寧
に
回
答
し
た
。
生
徒
は

会
社
の
話
に
興
味
津
々
で
、
時
に

は
驚
き
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
て

い
っ
た
。
最
後
に
、
生
徒
た
ち
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ガ
イ
ダ

ン
ス
は
終
了
し
た
。

　
２
０
２
４
年
６
月
５
日

中
央
選
挙
委
員
会
　
議
長
　
　
　
齋
藤
　
洋

第
40
期
全
国
委
員
選
挙
候
補
者
の
登
録
抹
消
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
12
条
Ｃ
項
２
号
に

よ
り
、
候
補
者
の
登
録
を
抹
消
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
７
８
　
中
部
地
区
沿
海
Ｂ
グ
ル
ー
プ

宮
本
　
祐
介

第
39
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
８
０
　
中
部
地
区
沿
海
Ｂ
グ
ル
ー
プ

宮
本
　
祐
介

第
39
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
39
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位
　
０
４
　
　
関
西

１
名

　
企
業
単
位
　
０
８
０
　
中
部
地
区
沿
海
Ｂ
グ
ル
ー
プ

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間
　
　
　
２
０
２
４
年
６
月
５
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
６
月
14
日
ま
で

　
候
補
者
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
６
月
15
日

　
投
票
期
間
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
６
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
７
月
14
日
ま
で

　
当
選
人
告
示
　
　
　
　
　
２
０
２
４
年
７
月
15
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

資
格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る
。

　（
２
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以
　
上

三崎支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事

神奈川県立海洋科学高等学校で神奈川県立海洋科学高等学校で

漁業ガイダンス開催漁業ガイダンス開催

鹿児島
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事宮崎県日南市で宮崎県日南市で

漁船漁業技能実習生へ漁船漁業技能実習生へ
講習会開催講習会開催

住吉漁業ブース住吉漁業ブース住吉漁業ブース長久丸ブース長久丸ブース長久丸ブース

焼津まぐろ漁業ブース焼津まぐろ漁業ブース焼津まぐろ漁業ブース

　
４
月
17
日
、
日
南
市
漁
業
協
同

組
合
研
修
室
で
、
新
た
に
入
国
し

た
漁
船
漁
業
（
近
海
か
つ
お
一
本

釣
り
漁
業
）
技
能
実
習
生
６
人

へ
、
講
習
会
を
開
催
し
た
。

日
南
か
つ
お
一
本
釣
り
漁
業

　
日
南
市
の
か
つ
お
一
本
釣
り
漁

業
は
、
約
３
０
０
年
前
に
紀
州
藩

か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
今
も
昔

な
が
ら
の
技
術
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
。
そ
の
漁
獲
量
は
、
20
年
以

上
連
続
で
日
本
一
を
達
成
し
、
地

域
経
済
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

る
。
柱
を
支
え
て
い
る
の
は
地
域

の
漁
業
者
と
、
外
国
人
技
能
実
習

生
で
あ
る
。

技
能
実
習
生
向
け
講
習

　
日
南
市
で
の
講
習
に
先
立
ち
、

技
能
実
習
生
か
ら
日
本
語
で
、
力

強
い
あ
い
さ
つ
と
自
己
紹
介
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
鹿
児
島
支
部

執
行
部
が
全
日
本
海
員
組
合
の
活

動
・
歴
史
を
説
明
。
組
合
本
部
の

フ
ァ
イ
ザ
ル
職
員
が
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
で
通
訳
し
▽
労
働
協
約
の
給

料
そ
の
他
の
報
酬
▽
安
全
衛
生
や

災
害
補
償
▽
船
内
秩
序
―
な
ど
に

つ
い
て
も
理
解
を
深
め
た
。
ま
た

▽
実
習
中
の
注
意
点
▽
地
震
な
ど

の
大
規
模
自
然
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
や
備
え
―
に
つ
い
て

共
通
認
識
を
図
っ
た
。

　
最
後
に
、
執
行
部
か
ら
技
能
実

習
生
に
「
実
習
期
間
中
に
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
海
員

組
合
に
相
談
を
。
病
気
や
け
が
を

す
る
こ
と
な
く
、
期
間
満
了
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
に
帰
国
で
き
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激

励
し
、
講
習
を
終
了
し
た
。
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・
三
宮
中
央
通
り
を
思
い
思
い
の

衣
装
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
し
な
が
ら
観
客
を
沸
か
せ
た
。

　
海
員
組
合
関
西
地
方
支
部
は
、

毎
年
恒
例
の
「
う
み
・
み
な
と
の

仲
間
た
ち
」
と
し
て
、
今
年
は

十
一
番
目
の
隊
列
で
「
海
に
ひ
ら

こ
う
わ
れ
ら
の
未
来
」
の
横
断
幕

を
先
頭
に
、
船
長
服
を
身
に
着
け

た
ケ
イ
ラ
イ
ン
ロ
ー
ロ
ー
バ
ル
ク

シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
株
式
会

社
の
濵
﨑
宏
規
職
場
委
員
と
上
原

颯
馬
執
行
部
員
が
笑
顔
で
手
を
振

り
、
時
に
は
キ
リ
ッ
と
し
た
表
情

で
敬
礼
す
る
な
ど
沿
道
か
ら
の
リ

ク
エ
ス
ト
に
応
え
、
多
く
の
観
客

に
船
員
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
な

が
ら
、
海
事
関
係
団
体
と
共
に
行

進
し
た
。

　
ま
た
、
神
戸
ま
つ
り
本
部
が

「
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
貨
物
の
99

％
以
上
が
船
で
運
ば
れ
て
い
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
す
か
。
日
本
は
周

囲
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
、
私

た
ち
の
生
活
・
文
化
や
産
業
の
多

く
が
海
や
港
と
深
く
関
わ
っ
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
神
戸

は
、
海
と
港
が
普
段
の
生
活
の
す

ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
他
の
都
市
に
は

見
ら
れ
な
い
独
特
の
文
化
と
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
ぜ

ひ
、
港
に
足
を
運
び
、
素
敵
な

『
港
ま
ち
神
戸
』
を
体
感
し
て
く

だ
さ
い
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
、
海

運
の
重
要
性
、
神
戸
市
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
第
51
回
神
戸
ま
つ
り
（
お
ま
つ

り
パ
レ
ー
ド
）
が
、
４
月
21
日
に

開
催
さ
れ
、
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
だ
っ
た
が
、
約
15
万
７
千
人
の

観
客
数
を
記
録
し
会
場
は
賑
わ
い

を
見
せ
た
。

　
今
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方

々
が
一
日
も
早
く
日
常
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
に
願
い
を
こ
め
、
金
沢

百
万
石
祭
り
出
発
式
の
太
鼓
「
飛

翔
の
刻
」
を
打
ち
響
か
せ
、
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
「
お
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
」
で

は
、
こ
れ
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
神

戸
２
０
２
４
世
界
パ
ラ
陸
上
競
技

選
手
大
会
」
を
先
頭
に
据
え
、
サ

ン
バ
、
民
踊
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
な
ど
、
個
性
あ
ふ
れ
る
66
団
体

の
５
千
人
が
、
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド

関西
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事第54回神戸港湾勤労者表彰式第54回神戸港湾勤労者表彰式第54回神戸港湾勤労者表彰式

神戸港の発展に貢献した神戸港の発展に貢献した
塗木宏明塗木宏明ささんんの功績をたたえるの功績をたたえる

関西
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事第51回神戸まつり第51回神戸まつり第51回神戸まつり

海上輸送の海上輸送の
重要性をアピール重要性をアピール

神戸港神戸港神戸港 　
４
月
16
日
、
神
戸
ポ
ー
ト
オ
ア

シ
ス
で
神
戸
ま
つ
り
の
一
環
「
港

の
行
事
」
と
し
て
「
第
54
回
神
戸

港
湾
勤
労
者
表
彰
式
」
が
開
催
さ

れ
た
。

　
式
典
で
は
、
20
年
以
上
に
わ
た

り
神
戸
港
で
働
く
神
戸
港
湾
勤
労

者
の
中
か
ら
、
神
戸
港
の
発
展
に

貢
献
し
た
25
人
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
海
員
組
合
員
か
ら
は
、
大
阪
湾

水
先
区
水
先
人
会
の
塗
木
宏
明
さ

ん
が
永
年
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、

久
元
喜
造
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
、
そ
の
功
績
を

た
た
え
ら
れ
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
塗
木
さ
ん
は

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
け
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も

神
戸
港
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
式
典
に
続
き
、
み
な
と
繁
栄
安

全
祈
願
祭
が
挙
行
さ
れ
、
宮
司
に

よ
る
献
饌せ

ん
や
神
楽
奉
奏
な
ど
の
神

事
が
執
り
行
わ
れ
、
出
席
者
は
神

戸
港
の
繁
栄
、
安
全
を
祈
願
し

た
。

　
そ
の
後
、
同
施
設
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
で
、
関
係
者
が
見
守
る

中
、
船
員
を
代
表
し
て
浦
隆
幸
関

西
地
方
支
部
長
が
、
神
戸
港
の
ま

す
ま
す
の
発
展
を
願
い
「
神
戸
港

繁
栄
の
八
点
鐘
」
を
響
か
せ
、
神

戸
ま
つ
り
の
成
功
を
祈
っ
た
。

船で産業と船で産業と
文化が発展文化が発展
港まち神戸港まち神戸

神戸港神戸港神戸港

みなと繁栄安全祈願祭みなと繁栄安全祈願祭みなと繁栄安全祈願祭

神戸港繁栄の鐘セレモニー神戸港繁栄の鐘セレモニー神戸港繁栄の鐘セレモニー

神戸港湾勤労者表彰式神戸港湾勤労者表彰式神戸港湾勤労者表彰式

横断幕を持って行進横断幕を持って行進横断幕を持って行進

船長服を着てフロートの上から手を振る船長服を着てフロートの上から手を振る船長服を着てフロートの上から手を振る
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